
第53回 中国・四国地区

子ども会育成研究協議会(山口大会)

第５分科会

地域とのネットワークづくり

～地域と子ども会との関わり方の考察～

「地域づくりの現状と課題」

（やまぐち県民活動支援センター 伊藤）



お話の構成

１．自己紹介

２．まちづくりの現況、まちの課題把握

①これまでのやり方はこれから通じない

②多様な立場からまちの課題を把握する

３．(グループ討議の準備)地域との関係構築



１．自己紹介
【県民活動とは】
⇒ ボランティア・NPO・地域活動の総称

令和５年度『県民活動白書』 より



◆やまぐち県民活動支援センターの紹介

県民活動を支援する、山口県の機関（運営はNPO法人）

★情報サイトの運営
助成金や団体情報等を掲載

★活動に関する研修を開催



◆やまぐち県民活動支援センターの紹介

過去に開催した「地域づくり」に関する研修



◆やまぐち県民活動支援センターの紹介
過去に開催した「地域づくり」に関する研修

ローカルラボ 千々松葉子氏 作成



２．まちづくりの現況、まちの課題
①これまでのやり方はこれからは通じない

ローカルラボ 千々松葉子氏 作成



２．まちづくりの現況、まちの課題
①これまでのやり方はこれからは通じない

ローカルラボ 千々松葉子氏 作成



２．まちづくりの現況、まちの課題
①これまでのやり方はこれからは通じない

IIHOE『ソシオマネジメントVol.3 小規模多機能自治』を参考に県民センターで作成



２．まちづくりの現況、まちの課題
②多様な立場からのまちの課題を把握する

島根県HP「しまねの郷づくり応援サイト」より



２．まちづくりの現況、まちの課題
②多様な立場からのまちの課題を把握する

奥多摩町HP『令和元年度奥多摩町まちづくり住民アンケート調査結果報告書」より



３．地域との関係構築

◆地域との関係づくりの「接点」は？
「接点」から関係づくりをイメージする

接点① 「地域課題」からイメージ

接点② 「子どもの社会参画
・アクティブラーニング」から

イメージ



接点① 「地域課題」からイメージ
◆まちづくりのモデル「小規模多機能自治」

総務省HP『小規模多機能自治の状況と制度上の課題』より



接点① 「地域課題」からイメージ
◆まちづくりのモデル「小規模多機能自治」

総務省HP『小規模多機能自治の状況と制度上の課題』より



接点① 「地域課題」からイメージ

地域課題

その課題に関連する組織
×

うちの子ども会でできること

連携・つながる「接点」



接点① 「地域課題」からイメージ
◆ある地域課題の関連機関と連携を模索

＜関連する組織＞
例：町内会

例：安心・安全部会

子ども会

＜ある地域課題＞
例：後期高齢者が住む
家屋周囲の雪かき

こどもと一緒
に雪かき



接点② 「子どもの社会参画・
アクティブラーニング」からイメージ

◆既存の事例を参考にする

〇町内会の防災訓練
＆ 子ども会の野外キャンプ

〇地区社会協議会が主催する
三世代交流事業に参加

〇子ども会行事の企画・運営に
子どもが参画
（企画次第で連携先を発想！？）



３．地域との関係構築

◆地域との関係づくりの「接点」は？
「接点」から関係づくりをイメージする

接点① 「地域課題」からイメージ

接点② 「子どもの社会参画
・アクティブラーニング」から

イメージ
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